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第４章 施策の展開 
本計画における重点施策 

重点施策１ 地域福祉への理解促進（基本目標１－⽅向性１） 

近年、全国的に人口減少・少子高齢化が進行し、地域における担い手の減少が課題となっていま

す。今後、地域共生社会の実現に向け、市民一人ひとりが地域課題を『我が事』として捉え、地域

で協力しながら、解決に向けて主体的に取り組むことが求められています。 

本市では、全国と比べ人口減少や少子高齢化は進行していないものの、地理的条件により転出入

が多くなっています。一方、市民の地域への愛着や自主的な助け合い・支え合いへの意識が高くな

っており、今後は「地域福祉」への理解促進を図り、地域の助け合い・支え合い活動を推進します。 

重点施策２ 交流・つながりの場づくり（基本目標２－⽅向性１） 

近年増加している豪雨による自然災害等の緊急時に迅速に対応していくためには、日頃からの地

域での交流・つながりが重要です。また、制度の狭間や複合的な課題を抱える世帯も増加しており、

日常的な見守り・声かけを通して、早期発見・早期対応へとつなげることが必要です。 

本市では、交流・つながりの場として各種事業や講座等を開催し、参加者も増加しているものの、

地区によって、隣近所や世代間の交流が課題となっています。今後は、地域のニーズを踏まえたイ

ベントの開催と交流・つながりの場を通して地域のつながりの強化に取り組みます。 

重点施策３ 多様な福祉ニーズへの対応（基本目標３－方向性１） 

近年、福祉ニーズが多様化しており、既存の福祉サービスだけでは対応できない問題が増えてい

ます。一方、サービスを支える人材の確保も課題となっており、2040 年には現役世代の人口減少

が見込まれていることから、制度・サービスの持続可能性の確保が重要となっています。 

本市においても、支援を必要とする人の増加や制度・サービスの情報提供、サービスを利用する

までの方法の確保が求められており、今後、周知・啓発活動の強化と市民ニーズの把握に努め、既

存サービスの充実や新たなサービスの検討とサービスを提供する人材の確保・育成に取り組みます。 

重点施策４ 包括的な相談支援体制の整備（基本目標４－方向性１） 

少子高齢化や人口減少、近所付き合いの希薄化等を背景に、社会的孤立、8050 問題、ダブルケ

ア、子どもの貧困など、多様で複合的な生活問題が深刻化しています。こうした多様化する問題に

対応するためには、人と人、人と資源が繋がり、総合的に問題解決に取り組む分野横断的な、『丸ご

と』の相談支援体制を整備することが必要です。 

本市では、各福祉分野において様々な事業を推進するとともに、事業所や団体が活動しており、

地域課題の解決に向けて連携強化が求められています。今後、多分野・多機関による連携を強化し、

包括的な相談支援体制の構築に取り組みます。  
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基本目標１ ともに学び、ともに活かす 

 

項目 現状値 
（令和元年度） 

 目標値 
（令和 7 年度） 

「地域福祉」の認知度向上 
【市民アンケート調査（P11（２）③)で『地域福祉』について、「内
容まで知っていた」、もしくは「聞いたことはあるが、内容までは
知らなかった」と回答した割合の増加】 

62.9％  68.0％ 

 

項目 現状値 
（令和元年度） 

 目標値 
（令和 7 年度） 

(方向性１) 認知症学びの講座(認知症サポーター養
成研修)延べ受講者数 2,462 人  4,500 人 

(方向性２) シルバー人材センター登録者数 477 人  610 人 

(方向性３) 養成研修（講座）受講者数※ 

※地域サポーター、運動サポーター、生活支援員、手話奉仕員、ファミリー
サポート事業協⼒会員等の各新規受講者の合計 

48 人  105 人 

基本目標１―方向性１ 地域福祉への理解促進【重点】 

 

 

 
（１） 普及・啓発活動の推進 

市民が地域福祉に対する理解を深め、推進できるよう、広報紙の活用や講座等を開催し、地
域福祉への意識醸成を図ります。 

（２） 学校での福祉教育の充実 

子どもの頃から福祉意識を醸成するため、市内の小・中学校等において、地域や活動団体、
サービス事業者等と連携を図りながら、福祉教育を推進します。  

成果目標 

実践目標 

施   策 

本市では、地域への愛着や自主的な助け合い・支え合いの意識が高い傾向
がありますが、自然増の伸びが鈍化し、社会減も進んでいることから、地域
の担い手の減少が懸念され、いかに確保するかが重要となっています。 

そのため、市民一人ひとりが地域福祉への興味・関心を高め、隣近所や地域
での助け合い・支え合いを通じて、地域課題の解決を図っていくことができるよ
う、研修や講座、学校等での福祉教育を推進するピヨ！ 
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（１） 普及・啓発活動の推進 

 

積極的に福祉に関する各種研修会や講座等に参加し、地域福祉に関する理解を深めましょう。 

隣近所で誘い合って、身近な地域活動に参加し、地域に関心を持つように努めましょう。 

【事例紹介：認知症学びの講座】               【事例紹介：地域福祉フォーラム】 

 

認知症を正しく理解し、地域で見守り認知
症に優しいまちを目指すための講座です。 

（認知症サポーター養成研修） 

 

継続した地域共生社会の実現に向けて、地
域で行われている取り組みを紹介し、市民の
方が地域活動への理解を深められるよう開催
しています。（社会福祉協議会事業） 

 

取り組み内容 担当課 
地域福祉の意識醸成や地域福祉活動を推進するため、本計画の概要版の

配布や先進事例の収集、情報提供を行います。 

長寿福祉課 

認知症に関する正しい知識の普及啓発に努め、認知症の方とその家族が住み

慣れた地域で安心して暮らせる地域づくりを推進します。【認知症学びの講座】 

長寿福祉課 

障がい者等の社会的障壁を取り除くため、富谷市・黒川地域自立支援協

議会と連携しながら、障がいへの理解を深める啓発活動を推進します。【理

解促進研修・啓発事業】 

地域福祉課 

聴覚障がい者との交流促進を図るため、多くの市民が手話を学び、手話

が使いやすい環境を推進します。【手話奉仕員養成研修事業】 

地域福祉課 

地域全体で子育てができるよう、市民を対象に講座や交流会を開催しま

す。核家族化や市外からの転入等による地域での子育て家庭の孤立化防止

に向け、子育てに関する講座や交流会を行うとともに、子育てに関する情

報を発信します。【子育て支援事業】 

子育て支援課 

セミナーや広報紙等を用いて、誰もが生きがいを持って生活できる男女

共同参画社会の普及・啓発に取り組みます。【男女共同参画社会推進事業】 

市民協働課 

  

市民・地域の取り組み 

市の取り組み 
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（２） 学校での福祉教育の充実 

 

子どもの頃から福祉やボランティアに親しむ機会を増やしましょう。 

福祉教育で学んだことを、家族や地域で共有し、実践してみましょう。 

地域で活動している団体は学校等と連携し、福祉教育の推進に協力しましょう。 

【事例紹介：福祉体験学習】 

 

福祉活動に関心を持つ児童・生徒を対象に、
講話・体験を通し「福祉・ボランティア活動」
への理解を深め、身近な問題に目を向け、解決
へと働きかける心の育成を目指しています。 

   

 
*7 富谷市ふるさと納税と連動し、子どもを社会とつなぎ、さらに子どもと未来をつなぐ学びの場を積極的に支援し、「スイーツのまち

＝とみや」のブランド⼒強化を目指す基⾦。 

取り組み内容 担当課 
人権意識の醸成に向け、人権擁護委員と連携し、小中学校等を対象とし

た子ども人権教室や街頭啓発活動に取り組みます。【人権教育・相談等事

業】 

市民協働課 

福祉を学び、思いやりの心を育むことができるよう、富谷市社会福祉協

議会や事業所、活動団体と連携し、学校における福祉体験学習（こども富

谷福祉塾等）や福祉教育を推進します。 

学校教育課 

学校と連携し、子どもたちの地域活動やボランティア活動への参加を促

進します。 

生涯学習課 

学校を対象とした認知症サポーター養成講座を開催し、認知症への理解

を促進します。【認知症学びの講座】 

長寿福祉課 

とみやスイーツ基金

＊7

を活用し、子どもの健全な育成のための多様な活

動を支援します。【とみやスイーツ活性化事業】 

産業観光課 

市民・地域の取り組み 

市の取り組み 
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基本目標１―方向性２ 誰もが自分らしく活躍できる場の充実 

 

 

 

 
（１） 生涯学習と社会参加の推進 

年代等に応じて、個々の経験や知識を活かせるよう、様々な社会参加や生涯学習の場・機会
を確保・充実し、生きがいづくりにつなげます。 

（２） スポーツ・レクリエーション機会の拡大 

様々な活動団体と連携し、市民のスポーツ・レクリエーションの機会を充実し、市民の健康
維持・増進や地域における交流機会の確保につなげます。 

  

施   策 

本市では、高齢者や支援を必要とする人が増加しています。そのような中、
誰もが住み慣れた地域で、安心して自立した生活を送っていくためには、一
人ひとりが自分らしくいられる場が求められています。 

そのため、個々の経験や知識を活かせる学習の場やレクリエーション等の機会
を通じて、市民一人ひとりの生きがいづくりに取り組むピヨ！ 
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（１） 生涯学習と社会参加の推進 

 

自分の経験や趣味・特技を活かせる機会に参加し、生きがいや趣味を見つけましょう。 

生涯学習に関する研修会やイベントに参加し、心身ともに健康な体づくりを意識しましょう。 

高齢になっても、福祉健康センターやシルバー人材センター等を活用しながら、生きがいづ

くりに取り組みましょう。 

【事例紹介：福祉健康センター】        【事例紹介：シルバー人材センター】 

 

本市にお住まいのおおむね 60 歳以上の方
が、ふれあいの場、健康づくりの場、そして生
きがい活動の場として、気軽に利用できる施
設です。 

 

「高年齢者等の雇用の安定等に関する法
律」に基づいて事業を行う公益法人です。富
谷茶復活プロジェクトでは、茶舗「大竹園」の
指導を受け、手もみによる製茶作業をしてい
ます。（富谷茶復活プロジェクト） 

 

取り組み内容 担当課 
生涯学習の企画立案を行い、あらゆる世代のニーズに応じた学習機会を

提供します。また、新しい生活様式も踏まえ、企画立案を行います。【生

涯学習推進事業】 

生涯学習課 

高齢者同士が交流を図り、充実した生活を送っていけるよう、高齢者の

ニーズを把握しながら、運動機会や創作活動を推進します。【高齢者教育

事業（とみや学園）】 

生涯学習課 

各種相談への対応や介護予防及び健康づくりに関する自発的・継続的な

活動を支援します。【福祉健康センター事業】 

長寿福祉課 

指定管理を行っている「地域活動支援センター」において、障がい者の

方々への創作的活動又は生産活動の機会の提供を通じて、自立した社会生

活及び社会との交流に供与できるよう努めていきます。【地域活動支援セ

ンター】 

地域福祉課 

高齢者の就労や社会参加の場を提供するため、シルバー人材センターの

運営を支援します。 

産業観光課 

  

市民・地域の取り組み 

市の取り組み 
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（２） スポーツ・レクリエーション機会の拡大 

 

生涯を通して親しめるスポーツを見つけましょう。 

日常生活で体を動かす機会を見つけ、継続して取り組みましょう。 

日々の運動やスポーツイベント等への参加を通して、地域での交流に努めましょう。 

 

取り組み内容 担当課 
老朽化した公共施設や総合運動公園の計画的な整備を進めるとともに、

スポーツ大会やイベントの開催による交流人口の拡大に努めます。 

生涯学習課 

施設利用者が安心・安全に利用できるよう、施設管理を徹底するととも

に、利用者のニーズを把握しながら、施設整備や指導者等の配置を検討し

ます。【総合運動公園運営・維持管理事業】 

生涯学習課 

地域における自主的なスポーツイベントの開催に道具の貸し出し等の支

援を行います。 

生涯学習課 

  

市民・地域の取り組み 

市の取り組み 
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基本目標１―方向性３ 地域福祉を支える人材の育成 

 

 

 
（１） ボランティア人材の育成 

地域の様々な課題やニーズに対応するため、ボランティアやサポーター等を確保・育成し、
地域の助け合い・支え合いを推進します。 

（２） 地域における活動団体への支援 

地域福祉の推進に向け、市民へ各種団体の活動内容の周知を図るとともに、活動団体に対す
る情報提供や活動支援の充実に取り組みます。 

 

【事例紹介：ファミサポ協力会員養成講座】 

 

とみや子育てファミリー・サポート・センタ
ーでは、会員登録制で子どもの送迎や預かりの
活動を行っており、「子育ての支援をしたい方
（協力会員）」を養成するための講習会を実施
しています。（子育て支援ボランティア） 

  

施   策 

地域福祉の推進に向け、普及・啓発活動や市民一人ひとりの生きがいづ
くりに取り組んでいくためには、活動を支える人材の育成が必要となって
います。 

そのため、地域福祉の推進に向けたボランティア活動や地域における自主的
な地域福祉活動への支援・協働に取り組むピヨ！ 
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（１） ボランティア人材の育成 

 

ゴミ拾いや地域行事の手伝い等、身近にできるボランティアから取り組みましょう。 

ボランティア講座等に参加し、ボランティア活動への理解・関心を深めましょう。 

ボランティアに参加したいときは、社会福祉協議会に設置されているボランティアセンター

に相談しましょう。 

 

取り組み内容 担当課 
ゆとりすとクラブ・サロンのサポーターについては、地区活動の発展と

継続性を視野に、ボランティアセンターの事務局である富谷市社会福祉協

議会と連携し、人材育成に努めていきます。【地域サポーター養成】 

長寿福祉課 

介護予防事業の実施にあたり、運動サポーターの養成を図ります。また、

活動を通してサポーター自身の社会参加と健康増進を図り、介護予防へと

つなげます。【運動サポーター養成】 

長寿福祉課 

生活支援型訪問サービスの担い手である「生活支援員」の養成に取り組

むとともに、生活支援員の活動の場を設け、生きがいの創出と市民による

支え合い体制の確立を目指します。【生活支援員養成（生活支援型訪問サ

ービス事業）】 

長寿福祉課 

市内の高齢者施設において取り組んでいる施設コーディネーター・サポ

ーターによる寄り添いボランティア活動を推進します。【地域と施設の支

え合いモデル事業（とみサポこころね）】※令和３年度まで 

長寿福祉課 

手話奉仕員養成研修を開催し、聴覚障がい者との交流活動促進を図りま

す。【手話奉仕員養成研修】 

地域福祉課 

子どもの送迎や預かりなどを担う協力会員や産後家庭の事情で家族の支

援が受けられない方の家事や育児の支援を行う育児ヘルパーの養成講座を

開催し、地域における子育ての支え合いを推進します。【とみや子育てフ

ァミリー・サポート・センター、とみや育児ヘルプサービス】 

子育て支援課 

  

市民・地域の取り組み 

市の取り組み 
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（２） 地域における活動団体への支援 

 

ボランティア活動団体は、自分たちの活動の発信や団体同士の交流・情報交換に取り組み、

活動内容の充実を図りましょう。 

ボランティア活動団体と学校等が連携して、子どもの頃からのボランティア活動への理解促

進に取り組みましょう。 

子どもや若者も「やってみたい」と思えるボランティア活動を企画しましょう。 

【事例紹介：赤い羽根共同募金】 

赤い羽根共同募金は、子どもたち、高齢者、障が
い者などを支援する様々な福祉活動や、災害時支
援に役立てられています。 

（事務局：富谷市社会福祉協議会） 

 

 

取り組み内容 担当課 
多様化する市民ニーズや地域課題に対応するため、市民・町内会・NPO等

多様な主体との協働の仕組みを構築します。【市民協働推進事業】 

市民協働課 

富谷市社会福祉協議会が運営しているボランティアセンターや福祉団体

の育成を支援します。 

長寿福祉課 

富谷市社会福祉協議会と連携し、社会福祉法人による地域での公益的な

取り組みや寄付・共同募金等の周知・啓発を図ります。 

長寿福祉課 

生活支援型訪問サービスを担う市民団体が、適切かつ円滑なサービスを

提供できるよう、富谷市社会福祉協議会と連携を図ります。【市民団体「ま

ごの手」（生活支援型訪問サービス事業）】 

長寿福祉課 

障がい者等の日常生活における社会的障壁を取り除くため、地域におけ

る自発的な取り組みを行う団体等への支援に取り組みます。【富谷市自発

的活動支援事業】 

地域福祉課 

  

市民・地域の取り組み 

市の取り組み 
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基本目標２ 地域でつながり、守り育む 

 

項目 現状値 
（令和元年度） 

 目標値 
（令和 7 年度） 

どの活動にも参加していない市民を減らす 
【市民アンケート調査(P19（２）⑤)で地域活動やボランティア活動
について、「どの活動にも参加していない」と回答した割合の減少】 

29.9％  24.0％ 

 

項目 現状値 
（令和元年度） 

 目標値 
（令和 7 年度） 

(方向性１) ゆとりすとクラブ・サロン数 22 か所  26 か所 

(方向性２) 民生委員・児童委員の充足率 94.0％  100.0％ 
(方向性３) メタボリックシンドローム該当者及び 

予備軍該当率 28.5%  23.0% 

(方向性４) 自主防災組織設立数 33 団体  全町内会 

基本目標２―方向性１ 交流・つながりの場づくり【重点】 

 
（１） 地域で集う場の整備と活用 

地域福祉推進の拠点となるよう、地域で気軽に集まり、活動することができる場・機会の整
備に取り組みます。 

（２） つながる機会の充実 

地域における積極的な交流機会を創出することで、日頃から地域のつながりの強化に取り組
みます。  

成果目標 

実践目標 

施   策 

本市では、地域福祉の推進に向けて各種事業や講座等を行い、参加者や利
用者が増加傾向となっているものの、隣近所や世代間の交流が課題として挙
げられており、更なる交流・つながりの場が必要となっています。 

そのため、気軽に地域で集まり、健康維持や交流を図れるよう、集まる場の整
備や機会の充実に取り組むピヨ！ 
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（１） 地域で集う場の整備と活用 

 

地域にある公民館などの公共施設を積極的に活用しましょう。 

地域で高齢者や障がい者、子ども等の居場所づくりに取り組みましょう。 

【事例紹介：街かどカフェ】       【事例紹介：富谷宿観光交流ステーション】 

 

地域の方が主体となり、地域の方が気軽に
出入りし、出会える地域の井戸端・居場所と
なっています。参加自由となっているので、
地域を超えた交流ができるのも魅力の一つで
す。 

 

旧醤油店跡地を活用した観光交流及び起
業・創業の実践・チャレンジの拠点であり、宿
場町の歴史・文化など本市の魅力の一端を伝
えるとともに、観光交流の拡大・地域の稼ぐ
力を創出し、地域経済の活性化を推進します。 

 

取り組み内容 担当課 
地域コミュニティの拠点となる集会施設の適切な維持管理と計画的な整

備を行います。【町内会館整備事業、町内会館維持管理事業】 

市民協働課 

地域における学習・交流の拠点である公民館の利用が安全で快適に行われ

るように、施設の維持管理・整備を図ります。【公民館維持管理事業】 

生涯学習課 

地域が地域を支える「地域の居場所」となるよう、世代や属性を超えた

地域参画や情報発信等を行う「街かどカフェ」の運営支援と新規地区の立

ち上げを推進します。【街かどカフェ事業】 

長寿福祉課 

子育て家庭の負担軽減や児童の健全育成に向け、子育て中の親子が気軽

に集い、相互交流や子育て相談等ができる場の充実に取り組みます。【地

域子育て支援拠点事業、子育て支援事業】 

子育て支援課 

  

市民・地域の取り組み 

市の取り組み 
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（２） つながる機会の充実 

 

地域の伝統文化や行事を子どもたちに伝承しましょう。 

地区を超えた交流・情報共有を行いましょう。 

多世代が交流できる場の企画や活動に参加しましょう。 

地域で行った行事・イベントがより良くなるよう、振り返りを行いましょう。 

   
取り組み内容 担当課 

コミュニティ助成事業を活用し、地域のコミュニティ活動の充実に向け、

必要な備品の整備やソフト事業の支援に取り組みます。【コミュニティ助

成事業】 

市民協働課 

市民自らが地域課題の解決に取り組むための仕組みづくりや支援に取り

組みます。 

市民協働課 

各地域の幅広い年齢層への生涯学習環境やニーズに応じた学習機会、交流

の機会の充実を図ります。【幼児・児童・女性・高齢者教育事業、教養講座

事業、公民館まつり事業】 

生涯学習課 

地域間の交流とシビックプライドの醸成に向け、市民総参加の「街道ま

つり」を開催し、地域活性化と市民の親睦を図ります。【街道まつり運営

事業】 

産業観光課 

老人クラブの活動支援に取り組むとともに活動の周知・啓発を行い、会

員の増加を図ります。【老人クラブ等助成事業】 

長寿福祉課 

高齢者の心身の健康維持や閉じこもり、介護予防に向け、ゆとりすとク

ラブ・サロンの支援強化に取り組みます。【ゆとりすとクラブ・サロン事

業】 

長寿福祉課 

高齢者の長寿を祝うため、各行政区で行う敬老祝い事業への支援を行い

ます。【敬老祝い事業】 

長寿福祉課 

65歳以上の一人暮らし高齢者を対象に、地域のボランティアや民生委員

等、関係機関と連携しながら、公民館区単位で参加者同士の会食・交流に

取り組みます。【会食交流事業（虹いろ会食サロン）】 

長寿福祉課 

在宅の障がい者（児）の創作的活動や生産活動の機会を提供するととも

に、障がい者（児）等の自立促進と社会参加に取り組みます。【地域活動

支援センター運営事業】 

地域福祉課 

市民・地域の取り組み 

市の取り組み 
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基本目標２―方向性２ 地域⼒の向上 

 

 

 

 
（１） 地域福祉リーダーの育成 

地域福祉に関する事例の紹介や研修等を実施し、地域福祉の推進役となるリーダー・人材の
育成に取り組みます。 

（２） 見守り・声かけの推進 

誰もが住み慣れた地域で安心して暮らすことができるよう、声かけ・見守り活動を推進しま
す。 

  

施   策 

本市では、隣近所での付き合いや交流が少ないことが課題と考える人が
多く、近年増加している自然災害等に備えるためにも、日頃からの見守り
や声かけ等による情報共有や地域での助け合い・支え合いが重要となって
います。 

そのため、地域福祉推進に向け、人材育成や地域での見守り活動の支援に
取り組むピヨ！ 
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（１） 地域福祉リーダーの育成 

 

地域福祉への関心を深め、「参加者」から「地域福祉を自ら推進する人」を目指しましょう。 

地域団体や団体間の連携を図るリーダーの養成に取り組みましょう。 

 

取り組み内容 担当課 
市民同士の親睦により、地域の人材育成につながるよう、町内会の活動

支援に取り組みます。【自治振興事業】 

市民協働課 

認知症になっても安心して暮らし続けられる地域づくりに向け、グルー

プワークや講習を通じて、認知症サポーターの資質向上を図ります。【認

知症サポーターフォローアップ研修】 

長寿福祉課 

介護予防を推進する運動サポーターのうち、介護予防の普及・啓発を促

進する地域のリーダーとして、中心的な役割を担う人材の発掘・育成に取

り組みます。【運動サポーターリーダー研修・リーダーフォローアップ研

修】 

長寿福祉課 

【事例紹介：認知症サポーターフォローアップ研修】 

 

認知症の方のために、何ができるだろうか
ということを検討しています。認知症サポー
ター活動への関心を高め、具体的な活動への
発展を目指しています。 

  

市民・地域の取り組み 

市の取り組み 
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（２） 見守り・声かけの推進 

 

困っている人への声かけや、登下校中の子どもたちへのあいさつを行うなどの、地域の見守

り活動に取り組みましょう。 

地域でのあいさつ活動を通じて、お互いが気軽に見守り合えるように心がけましょう。 

普段から隣近所との付き合いを大切にし、人との交流の輪を広げましょう。 

 

■コラム：民生委員・児童委員とは 

民生委員・児童委員とは、厚生労働大臣から委
嘱された特別職の地方公務員（非常勤）であり、特
定の地域を担当し、高齢者や障がいのある方の福
祉に関すること、子育ての不安や困りごとなど
様々な相談に応じます。 
また、必要に応じて、福祉サービスを提供する
専門機関や行政機関とのつなぎ役として活動して
います。  

 

 

取り組み内容 担当課 
地域での生活相談や見守り、関係機関へのつなぎ役である民生委員・児

童委員の活動を支援します。【民生委員活動の支援】 

長寿福祉課 

一人暮らし高齢者や高齢者のみの世帯、昼間独居世帯を対象者に、栄養

の補完・低栄養の改善への支援を行う給食サービスは、ボランティアが弁

当を手渡すことで、安否確認を行います。【給食サービス事業】 

長寿福祉課 

高齢者虐待連絡防止協議会の機能を活かし、高齢者虐待の予防・早期発

見・再発防止のための対応を行います。【高齢者虐待防止連絡協議会】 

長寿福祉課 

保健、福祉、医療、教育、警察等の関係機関の連携のもと、児童虐待の発

生予防・早期発見・早期対応に向け、地域での見守りを推進します。【児

童等虐待防止連絡協議会】 

子育て支援課 

障がい者虐待防止連絡協議会の機能を活かし、障がい者の尊厳の保持を

目指して、虐待の予防・早期発見・再発防止のための対応を行います。 

【障がい者虐待防止連絡協議会】 

地域福祉課 

農協、銀行、郵便局、新聞配達、メーター検針（水道、ガス、電気）の実

施機関、警察署、消防署等関係機関や庁内関係課と連携し、日常的な見守

り活動に取り組みます。 

長寿福祉課 

  

市民・地域の取り組み 

市の取り組み 



53 

基本目標２―方向性３ 地域の健康づくりの推進 

 

 

 

 

 
（１） 心と体の健康づくりの普及・推進 

市民一人ひとりの健康意識の向上を図るため、自主的・継続的に取り組むことができる健康
づくり活動を推進します。 
 

【事例紹介：健康推進員による生活習慣病予防啓発】 

 

健康推進員が、富谷高校の生徒に、漫画で学べ
る生活習慣病予防の教材や減塩食品などを配布
し、生活習慣を意識してもらうように啓発活動を
実施しました。 

【事例紹介：とみや市民歌体操ひろめ隊】 

 

とみや市民歌体操ひろめ隊は、市民歌体操を普
及するために誕生しました。市民歌に合わせて体
操し、健康な体づくりに取り組みましょう。 

  

施   策 

本市の平均寿命は、男女ともに宮城県の平均と比べて長く、また、地区懇
談会においては、元気な高齢者が活躍できる場づくりも求められていること
から、市民一人ひとりの心身の健康維持・増進を図り、健康寿命を延ばすこ
とが重要となっています。 

そのため、市民が自主的・継続的に健康維持・増進に取り組むことができる
よう、健康教室や講座の開催等の健康づくり活動を推進するピヨ！ 
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（１） 心と体の健康づくりの普及・推進 

 

日頃からの運動や食生活の見直しを行い、自身の健康管理に努めましょう。 

定期的に健康診断を受診し、結果を見直し生活習慣病予防に努めましょう。 

地域にある施設や自然等を活用し、健康教室やスポーツイベントを企画しましょう。 

地域で集まり、楽しく健康づくりに取り組み、健康寿命の延伸に努めましょう。 

かかりつけ医の確保や定期的な健康診断の受診等、健康の管理・病気の予防に努めましょう。 

 

取り組み内容 担当課 
市民の健康意識の向上及び健康の維持・増進を図るため、産官学医連携

による健康づくり事業を推進します。 

新しい生活様式の実践と定着を目指し、SNS を効果的に活用した事業を

推進し、多世代にわたり、広く市民が健康づくりに参画できる体制整備に

取り組みます。【健康づくり事業】 

健康推進課 

疾病の重症化予防や健康維持・増進、医療費の適正化に向け、各種検診

料の助成及び疾病予防事業を行います。 

特定健診・保健指導、受診勧奨や保健事業による疾病予防・重症化予防

に取り組むとともに、保健所や医師会と連携体制を強化します。【国民健

康保険保健事業】 

健康推進課 

行政と市民のパイプ役である健康推進員を育成するとともに、心と体の健

康に関する情報等について SNS等を用いて効果的に発信し、解決に向けた取

り組みを推進します。【健康推進員育成事業】 

健康推進課 

市民の健康増進に取り組む団体と連携し、健康づくり活動を推進します。 健康推進課 

「福祉健康センター」において介護予防事業を行うとともに、多くの方

に利用されるように住民ニーズを把握し、高齢者の憩いの場・集いの場と

して開かれた運営により、高齢者の健康増進に取り組みます。【福祉健康

センター事業】 

長寿福祉課 

障がい者の家族を対象に、本人の状況や接し方を学び、互いに支え励ま

し合える場づくりを支援します。【やおき会（精神障がい者家族会）】 

地域福祉課 

妊産婦や乳幼児の健康維持・増進に向け、妊娠期から切れ目のない支援

に取り組むとともに、予防的な関わりや問題の早期発見・早期対応につな

げます。【妊産婦支援事業、子育て支援事業】 

子育て支援課 

  

市民・地域の取り組み 

市の取り組み 
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基本目標２―方向性４ もしもに備えるつながりの強化 

 

 
（１） 防災力の向上 

市民の防災意識を高めるため、各地域における自主防災組織の育成や防災訓練の実施を支援
するとともに、緊急時に向けた関係機関との情報共有に努めます。 

（２） 防犯体制の強化 

地域におけるパトロールや警察との連携を推進するとともに、防犯への啓発活動や相談支援
等を行い、地域の防犯意識の向上を図ります。 

  

施   策 

近年増加している自然災害のほか、空き家の増加や地域でのつながりの希
薄化等による犯罪の防止に向け、日頃からの備えや地域における防犯・防災
意識の醸成が重要となっています。 
そのため、防犯環境の整備や地域における自主防災組織の育成・支援を必要

とする人の把握と防犯・防災に関する普及・啓発活動に取り組むピヨ！ 
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（１） 防災力の向上 

 

防災訓練に参加するとともに、防災備品の確認や家具の転倒防止等、普段から災害時に備え

ましょう。 

日頃の見守りや声かけを通じて、地域で災害時に支援が必要な人を把握しましょう。 

災害時の身の回りの危険箇所を把握し、市に伝えましょう。 

災害発生時に向け、地域・学校・行政との連携を深めましょう。 

【事例紹介：成田中学校「地域との防災活動」】 

 

成田中学校の全生徒約 500 名と地域の方が
参加しています。 
1年生は地域の福祉施設や事業所等を訪問、
2年生は成田地区の各町内会の活動に参加、3
年生は避難所開設の準備や避難者受付、炊き
出しなどの防災活動を体験しています。 

 

取り組み内容 担当課 
自主防災組織の育成に向けて県と連携し、講習会を実施するとともに、自

主防災組織の結成推進・支援に取り組みます。【自主防災組織育成推進業務】 

防災安全課 

正しい防災知識の普及と意識醸成を図るため、ハザードマップを見直す

とともに、スマートフォンやパソコン等で確認できる「富谷・黒川地区わ

がまちマップ」を活用した啓発に努めます。【防災啓発事業】 

防災安全課 

避難時に支援が必要な人の情報を関係機関と共有し、災害発生時に安否

確認を行います。避難行動要支援者に対して、必要な避難支援等が実施さ

れるよう、関係機関との連携により、個別計画の策定に取り組みます。【避

難行動要支援者名簿及び個別計画の作成】 

長寿福祉課 

地域における防災意識の高揚と災害時の円滑かつ効果的な救援・救助活

動のため、宮城県防災指導員等の育成に努めます。 

防災安全課 

災害時に高齢者や障がいのある人等への支援を円滑に行うため、避難所

や福祉避難所における必要な資機材等の把握や充実に努めます。 

防災安全課 

長寿福祉課 

地域福祉課 

子育て支援課 

  

市民・地域の取り組み 

市の取り組み 
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（２） 防犯体制の強化 

 

犬の散歩や朝のジョギング等の日常生活を通した防犯パトロールを行いましょう。 

市や警察等への不審者情報の提供に努めましょう。 

家庭で子どもへの交通ルール・防犯に関する教育を行いましょう。 

消費者被害にあわないよう情報収集に努めるとともに、周りと情報交換し、被害が広がらな

いようにしましょう。 

【事例紹介：太子堂安全安心クラブ】 

 

太子堂町内会では、東日本大震災を契機に
「私たちの地域は私たちで守る」という機運
が高まって地域の安全安心を見守る自主組
織「太子堂安全安心クラブ」が発足しました。 

 

取り組み内容 担当課 
犯罪のない安全安心なまちづくりの実現に向け、防犯灯や防犯カメラを

設置するとともに、適切な維持管理を図り、良好な防犯環境の確保に努め

ます。【防犯設備整備事業、防犯灯整備事業、防犯灯維持管理事業】 

防災安全課 

都市整備課 

防犯協会と連携し、活動支援と市民の防犯意識の向上に取り組みます。 防災安全課 

空き地の雑草の除去指導や、空家等対策計画に基づき、空き家所有者に

対し適正管理の啓発を行い、防災・防犯・衛生・景観等、地域の生活環境

の保全・向上に努めます。【空き家対策事業】 

生活環境課 

複雑・多様化する消費者問題に対して、迅速かつ適切に対応できるよう、

相談窓口を設置するとともに、宮城県消費生活センターと連携し、情報共

有を行います。また、主体的かつ経済的な消費活動が行えるよう、消費者

意識の向上に努めます。【消費者行政推進事業】 

市民協働課 

  

市民・地域の取り組み 

市の取り組み 



58 

基本目標３ 自分らしく暮らせる地域を築く 

 

項目 現状値 
（令和元年度） 

 目標値 
（令和 7 年度） 

『市の福祉サービスや福祉施設』の 
認知度向上 

【市民アンケート調査(P24（２）①)で市の各福祉
サービスや福祉施設について、「内容を知ってい
る」もしくは「言葉は聞いたことがある」と回答し
た割合の増加】 

高齢者福祉 64.2％  70.0％ 

障がい者福祉 62.5％  68.0％ 

児童福祉 74.2％  80.0％ 

 

項目 現状値 
（令和元年度） 

 目標値 
（令和 7 年度） 

(方向性１) ホームページ閲覧数(１日当たり) 6,700 PV＊8  7,700 PV 

(方向性２) 成年後見制度利用者数 32 人  50 人 
(方向性３) 自立支援プラン作成件数 257 件  410 件 
(方向性４) デマンド型交通年間利用者数 －  １,000 人 
(方向性５) 自殺死亡率(人口 10 万人対) 20.9 

（令和元年）  
14.6 

（令和７年） 
基本目標３―方向性１ 多様な福祉ニーズへの対応【重点】 

 
（１） 情報の発信・共有 

市民一人ひとりが必要な情報をすぐに入手できるよう、広報紙やホームページ、SNS 等様々
な媒体を用いて、情報発信に努めます。 

（２） 福祉サービスの充実 

多様化・複雑化している生活課題や福祉ニーズに対応するため、地域や関係機関と連携し、
福祉サービスの充実に取り組みます。  

 
*8 ウェブサイト内の特定のページが開かれた回数 

成果目標 

実践目標 

施   策 

本市では、福祉サービスや福祉施設についての認知度が低くはないもの
の、生活課題の多様化・複雑化等によって支援を必要とする人が増加してお
り、支援制度やサービスの情報提供が求められています。 
そのため、様々な媒体を用いた情報発信の強化と市民のニーズに応じた福祉

サービスの展開に取り組むピヨ！ 
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（１） 情報の発信・共有 

 

福祉サービスを利用したいときにすぐに利用できるよう、日頃から広報紙やホームページ、

SNS等を使って情報収集に努めましょう。 

広報紙や回覧板の情報等から、身近な地域課題への関心を高めましょう。 

福祉や地域に関する情報を地域で共有しましょう。 

地域で活動している人は、積極的に情報を発信するとともに、多様な媒体を用いて情報発信

の方法を工夫しましょう。 

 

取り組み内容 担当課 
市民の市政への理解と積極的な市政参加を促すため、広聴事業「ちょっ

と聞いて 私の声」や広報紙の発行、ホームページ、SNS等を活用した情報

発信を行います。 

広報紙及びホームページについて、誰もが見やすく・読みやすいものと

なるよう、文字の大きさや色使い等に配慮します。【広報・広聴事業】 

市長公室 

広報紙やホームページ、SNS 等様々な媒体を用い、福祉サービスに関す

る情報を正確かつ迅速に発信します。 

長寿福祉課 

地域福祉課 

子育て支援課 

行政区長制度を活用し、市民との円滑な連絡協調に取り組みます。【行

政区長事務】 

市民協働課 

【事例紹介：富谷市 SNS】 

 

本市では、市政情報の発信の手段として
様々なソーシャルメディアを活用していま
す。 
情報の更新を随時行っていますので、ぜひ
ご覧ください。 

 

  

市民・地域の取り組み 

市の取り組み 
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（２） 福祉サービスの充実 

 

悩んでいる人や困りごとを抱えている人がいれば話を聞き、必要な制度・サービスへつなぎ

ましょう。 

福祉サービスや支援内容を把握し、地域で情報共有しましょう。 

地域でできる支援について、話し合いましょう。 

 

取り組み内容 担当課 
高齢者や障がい者、児童等、支援を必要とする人が今後も住み慣れた地

域で安全・安心に住み続けることができるよう、関係機関と連携しながら、

福祉サービスの充実・提供に取り組みます。 

長寿福祉課 

地域福祉課 

子育て支援課 

福祉サービスへのニーズの把握に努めるとともに、利用者からのニーズ

に対応できるよう、事業者の参入に努めます。 

長寿福祉課 

地域福祉課 

子育て支援課 

福祉サービスの質の確保・向上と、利用者が適切なサービスを選択でき

るよう、事業者への助言・指導・支援を行います。 

長寿福祉課 

地域福祉課 

子育て支援課 

高齢者や障がい者等の家族介護者への経済的支援や介護者同士の情報交

換・交流機会の提供に取り組みます。 

長寿福祉課 

地域福祉課 

効果的な行政運営及びサービス提供と福祉ニーズの多様化による新たな

サービスの検討に向け、「富谷市人材育成基本方針」に基づき、市職員の

育成に取り組みます。【職員スキルアップ事業】 

総務課 

市職員が責任と自覚を持ち、能力を十分に発揮できる環境を整備し、意

欲の向上と「生きがい」・「やりがい」のある職場づくりに取り組みます。

【組織マネジメント事業】 

総務課 

  

市民・地域の取り組み 

市の取り組み 
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基本目標３―方向性２ 権利擁護の推進と体制づくり【成年後⾒制度利⽤促進基本計画】 

 

 

 
（１） 権利擁護と成年後見制度の利用促進 

支援を必要としている人の権利や意思決定を社会全体で支援するため、権利擁護と成年後見
制度の利用促進に取り組みます。 

■成年後見制度の利用促進に向けた地域連携ネットワークイメージ 

「チーム」では、本人の家族・親族や福祉・医療・地域等の関係者と後見人がともに、本人の日常的な見守り
や個別課題の解決に取り組みます。また「協議会」では、法律・福祉等の専門職と地域・金融機関団体等の関係
者が連携体制を構築し、『チーム』をサポートするとともに、地域課題の解決に向けて、協議を行います。 
《地域連携ネットワークの役割》 

〇権利擁護支援の必要な人の発見・支援   〇早期の段階からの相談・対応体制の整備 
〇意思決定支援・身上保護を重視した成年後見制度の運用に資する支援体制の構築 

《中核機関の機能》 

〇広報機能、相談機能、利用促進機能、後見人支援機能、不正防止効果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施   策 

高齢者や障がい者等の中で、財産管理や日常生活への支援を必要として
いる人を社会全体で支え合うことが重要となっています。本市では成年後
見制度や相談窓口の認知度が低く、事業所においても意思決定支援が必要
な人の対応方法が課題となっています。 
そのため、本人の権利擁護や意思決定支援に向け、相談窓口の周知や必要

に応じて意思決定支援、成年後見制度の利用促進を図るピヨ！ 

富谷市社会福祉協議会 
権利擁護センター 

（成年後見サポート推進協議会） 

 

 本人  後見人等 

チーム 

各サービス事業者 

金融機関 

介護支援専門員 
相談支援専門員 家族・親族 

富谷市地域連携ネットワーク 

中核機関 
（富谷市） 

民間団体・NPO 等 

民生委員・児童委員、町内会等 

弁護士会・司法書士会・
社会福祉士会等 

金融機関団体 

家庭裁判所 

医療・福祉関係団体 

宮城県 

宮城福祉オンブズネット 
「エール」 

医療機関 

ボランティア等 

地域包括支援センター 

協議会 家庭裁判所 後見センター 

社会福祉協議会 

地域包括支援センター 
相談支援事業所 

自立相談支援センター 

消費生活相談員 
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（１） 権利擁護と成年後見制度の利用促進 

 

行政等が提供している制度やサービスに関する情報を集め、理解を深めましょう。 

普段から隣近所で声かけを行いましょう。 

地域で困っている人がいたら、必要に応じて専門機関への相談をすすめましょう。 

 

取り組み内容 担当課 
高齢者の人権を守るため、関係機関と連携し、福祉サービスの利用や日

常的な金銭管理等の援助を行います。また、心身や環境の面から、在宅生

活を送ることに支障がある 65 歳以上の高齢者に対して、養護老人ホーム

等への入所支援を行います。【権利擁護事業・老人ホーム入所措置】 

長寿福祉課 

高齢者や障がい者、児童等に対する虐待の予防及び早期発見・早期対応

に向け、関係機関との連携強化に取り組むとともに、市民への周知・啓発

に取り組みます。【高齢者・障がい者・児童等虐待防止連絡協議会】 

長寿福祉課 

地域福祉課 

子育て支援課 

虐待を含めた権利擁護を推進するため、法律・福祉・医療等の関係機関

との連携によるネットワークを構築し、支援が必要な人の把握や早期対応、

支援体制の確立に努めます。 

長寿福祉課 

地域福祉課 

子育て支援課 

成年後見制度の利用促進に向けた地域連携ネットワークをコーディネー

トし、権利擁護の取り組みを推進する中核機関を整備します。 

中核機関が中心となり、地域資源等を活用しながら、相談や制度の周知・

啓発する機能の強化、市民後見人の育成や適切な後見人等の選定、選任後

の後見人等支援等、「相談」「広報」「促進（マッチング）」「後見人支

援」

＊9

の 4 つの機能を整備します。また、不正利用の防止に努めます。 

長寿福祉課 

地域福祉課 

地域連携ネットワークを構築するための協議会を設置し、不足する資源

や困難事例等の地域課題を検討する場を整備します。 

長寿福祉課 

成年後見制度の利用促進に向け、広報紙やホームページ等を用いて市民

への周知・啓発に取り組みます。 

成年後見制度の利用にあたり、申立て支援及び申立て費用・成年後見人

等報酬の助成を行います。【成年後見制度利用支援事業】 

長寿福祉課 

地域福祉課 

法人後見に関する業務を適正に行うために必要な知識・技能等の研修を

行います。 

地域福祉課 

 
*9 「相談」︓関係機関と連携し、制度に関する相談体制を整え、相談者の状況に応じて必要な⽀援へとつなげる 
「広報」︓制度の周知を図ることで、制度の利⽤が必要な⼈の早期発⾒と適切な⽀援へとつなげる 
「促進（マッチング）」︓市⺠後⾒⼈等の担い⼿の育成及び、本⼈と後⾒⼈等の受任調整やその後の活動⽀援を⾏う 
「後⾒⼈⽀援」︓市⺠後⾒⼈や親族後⾒⼈等からの相談への対応 

市民・地域の取り組み 

市の取り組み 
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基本目標３―方向性３ ⼀⼈ひとりの状況に応じた⽀援の展開【⽣活困窮者⾃⽴⽀援計画】 

 

 
（１） 生活困窮者等への支援の充実 

生活困窮者等が地域で孤立しないよう、サービスの周知を図り、相談支援や助成を行います。 

（２） 働く機会の確保 

生活困窮者や求職している人が個々の能力に応じた適切な仕事に就くことができるよう、関
係機関と連携し、就労活動を支援します。 

  

施   策 

本市では、生活困窮の問題や支援制度への認知度が低い一方で、複合的な
要因が絡み合い、生活困窮となることも多いことから、早期発見・早期対応
が重要となっています。 
そのため、関係機関と連携しながら、地域での早期発見・早期対応のための体

制づくりと支援制度の周知に取り組むピヨ！ 
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（１） 生活困窮者等への支援の充実 

 

生活困窮や法制度等への理解を深め、支援が必要な人への情報提供に努めましょう。 

困っている人がいたら、行政や地域の民生・児童委員への相談をすすめましょう。 

 

取り組み内容 担当課 
生活困窮者自立支援法に基づき、富谷市自立相談支援センターにおいて、

仕事、住居、心身の不調、借金、家庭・人間関係、社会的偏見や差別などの

問題を複合的に抱える生活困窮者に対して、様々な悩みの相談を受け、一

人ひとりの状況に応じた自立に向けた支援計画を作成し、生活再建までの

支援を包括的に行い、課題が複雑化する前の早期自立を促進します。【自

立相談支援事業（生活困窮者自立相談支援制度）】 

地域福祉課 

離職等により経済的に困窮して住居を失った方やその恐れのある方に対

し、就職に向けた活動を行うなど資格要件を満たすことを条件に、一定期

間、家賃補助を行います。【住居確保給付金（生活困窮者自立相談支援制

度）】 

地域福祉課 

生活困窮者だけでなく、地域や社会から孤立している人、引きこもりの

人等の自立に向け、抱えている課題の把握と関係機関との連携による支援

を行います。 

長寿福祉課 

地域福祉課 

子育て支援課 

生活困窮者の抱えている課題を把握し、課題に応じた支援が計画的かつ

継続的に行われるよう、関係機関との横断的な連携体制を強化します。 

地域福祉課 

生まれ育った環境に左右されることのないよう、子どもへの学習支援や

居場所の提供等の取り組みを検討します。 

地域福祉課 

子育て支援課 

生涯学習課 

経済的な理由により就学困難な児童及び生徒に対して就学援助を行い、

保護者の経済的負担を軽減します。【小中学校要・準要保護児童生徒援助

費補助事業】 

学校教育課 

社会を明るくする運動や保護司との連携による街頭での啓発活動等を通

して、更生保護への理解促進と再犯防止に取り組みます。【人権教育・相

談等事業（更生保護）】 

市民協働課 

  

市民・地域の取り組み 

市の取り組み 
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（２） 働く機会の確保 

 

生活や就労等に困ったときは、就労に関する支援や相談窓口の情報を集めるとともに、支援

機関に相談してみましょう。 

 

取り組み内容 担当課 
富谷市自立相談支援センターにおいて、ハローワーク等との連携による

就労支援のほかに、生活リズムの崩れや社会との関わりへの不安等により

就労意欲が低下し、就労することが困難な人を対象に、一般就労ができる

よう、就労に向けた準備プログラム（生活習慣の形成、コミュニケーショ

ン能力及びビジネスマナー等の社会的能力の習得、職業体験等）を最長 1

年の有期で実施し、関係機関と連携しながら、個々の状況に応じた支援に

取り組みます。【就労準備支援事業（生活困窮者自立支援制度）】 

地域福祉課 

シルバー人材センターと連携し、高齢者の就労機会の拡充と雇用機会の

拡大を図ります。【労働雇用対策事業】 

産業観光課 

地域における障がい者（児）等の自立と社会参加を推進するため、地域

活動支援センターを運営します。 

また、住み慣れた地域で自立した生活を過ごせるよう、就労支援事業所

の誘致を図り、働くことによる生きがいづくりに取り組みます。【障がい

者就労支援事業】 

地域福祉課 

障がい者の実態把握調査を行うとともに、富谷市・黒川地域自立支援協

議会就労支援ネットワーク会と協議を図りながら、企業等の障がい者への

理解促進・啓発に取り組みます。 

地域福祉課 

障がい者等が自立した日常生活または社会生活を営むことができるよ

う、生活や就労、サービス利用、様々な悩み等についての相談支援や助言

を行います。【富谷市障がい者等相談支援事業、富谷市障がい者等基幹機

能型相談支援事業】 

地域福祉課 

ひとり親家庭自立支援給付金事業を実施することにより、就業を支援し、

経済的な自立を促進します。【ひとり親家庭自立支援給付金事業】 

子育て支援課 

一人ひとりの心身の状況に応じた就労や活躍の場を確保するため、幅広

い産業分野の事業所等との連携強化に取り組みます。（農福連携等） 

農林振興課 

地域福祉課 

  

市民・地域の取り組み 

市の取り組み 
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基本目標３―方向性４ 安全・安心に暮らせる環境づくり 

 

 

 

 
（１） 住宅等の支援 

生活困窮者や高齢者、障がい者、子育て家庭等、住まい・日常生活の支援を必要としている
人に対して、住宅の確保や関係機関との調整を行います。 

（２） 福祉のまちづくりの推進 

地域で安全・安心に日常生活を送れるよう、道路や空き家等、交通・住環境の整備を推進す
るとともに、公共の場におけるマナーの意識啓発に努めます。 

（３） 移動手段の充実 

買い物や通院等、市民の日常生活をサポートするため、公共交通機関等と連携し、移動手段
の充実・支援に取り組みます。 

  

施   策 

地域に住む誰もが安全・安心に日常生活を送っていくためには、生活環境
の整備が重要となっており、本市においては買い物や福祉サービス等を利用
するための移動手段の確保が求められています。 
そのため、誰もが安全・安心に利用できる公共施設や公園の整備と市バス

や公共交通の効率化・利便性の向上に取り組むピヨ！ 
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（１） 住宅等の支援 

 

住まいについて、困っていることがあれば相談窓口を活用しましょう。 

 

取り組み内容 担当課 
障がい者が住み慣れた地域で安全・安心に住み続けることができるよう、

物件のあっせんや関係機関との調整、手続き・相談支援等を行います。【富

谷市障がい者等基幹機能型相談支援事業】 

地域福祉課 

住宅に困窮する低額所得者に低廉な家賃で市営住宅を提供するととも

に、日常生活の安定と快適な居住環境に向け、適切な維持・管理に努めま

す。【市営住宅維持管理事業】 

都市計画課 

県と連携し、高齢者や障がいのある人等の生活や住宅に配慮を要する人

に対して、住まいの相談窓口等に関する情報提供を行います。 

都市計画課 

  

市民・地域の取り組み 

市の取り組み 
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（２） 福祉のまちづくりの推進 

 

公共マナーや交通規則などをはじめとした様々なルールを守り、誰もが暮らしやすい環境づ

くりに取り組みましょう。 

地域による公園の管理や運営を推進しましょう。 

バリアフリー、ユニバーサルデザインを推進しましょう。 

気持ちよく日常生活を送れるよう、地域全体で自然や生活環境の保全に取り組みましょう。 

【事例紹介：エコ戦隊カンキョウマン】 

 

本市のごみ収集を委託している協業組合富谷環
境に所属している富谷のスーパーヒーローです。 
各イベントに出演するなど、3R（リデュース・リ
ユース・リサイクル）を推進する活動を展開し、ま
た、黒川地区交通安全大使も務めています。 

 

取り組み内容 担当課 
誰もが地域で安全・安心に日常生活を送れるよう、円滑な移動等に配慮

した道路環境の整備に努めます。【側溝整備事業、市道維持管理事業、道

路事業全般】 

都市整備課 

地域と連携しながら、遊具の修繕や樹木の剪定等、公園の適正な維持管

理と環境保全に取り組みます。【一般公園維持管理事業】 

都市計画課 

空家等対策計画に基づき、利活用を促進します。【空き家対策事業】 生活環境課 

公共性や緊急性の高い場所のバリアフリーやユニバーサルデザインの推

進に取り組みます。【バリアフリー、ユニバーサルデザインの推進】 

都市計画課 

  

市民・地域の取り組み 

市の取り組み 
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（３） 移動手段の充実 

 

高齢者、障がい者や子育て世代等、移動で困っている人がいれば協力しましょう。 

公共施設や公共交通機関等を利用した際に、不便なところがあれば情報提供しましょう。 

移動手段の確保に向け、地域でできる移動支援を検討しましょう。 

 

取り組み内容 担当課 
仙台市内との交通アクセス向上に向けた「基幹公共交通の整備」の促進

を図りながら、関係者の協働により推進していきます。【新公共交通シス

テム推進事業】 

企画政策課 

交通政策推進室 

日常生活に必要な移動手段を確保し、市内の公共施設や病院などへの交

通利便性の高い市民バスの運行を行います。【市民バス運営事業】 

企画政策課 

交通政策推進室 

市民バスと民間路線バスの乗り継ぎ利用により、泉中央駅区間との公共

交通の利用促進及び利便性を向上し、民間路線バスの維持・拡充を図りま

す。【市民バス乗り継ぎ運行事業】 

企画政策課 

交通政策推進室 

市民バスの代替路線となる新たな交通網の形成を目指し、市内の東部地

域及び北部地域の交通空白地域を対象に自家用有償旅客運送によるデマン

ド型交通の実証運行を行います。【デマンド型交通運行事業】 

企画政策課 

交通政策推進室 

高齢者や障がい者の閉じこもり予防や安全・安心な移動支援を図るため、

IC 乗車証「とみぱす」を交付するとともに、事業の円滑な運営に努めます。

【高齢者・障がい者交通対策事業(高齢者・障がい者外出支援乗車証「とみ

ぱす」)】 

長寿福祉課 

地域福祉課 

日常生活の利便性向上と社会活動の範囲拡大に向け、重度の障がいや要

介護状態の高齢者を対象に、タクシー利用料金の一部を助成します。【高

齢者・障がい者交通対策事業（重度障がい者等福祉タクシー利用券助成事

業）】 

地域福祉課 

【事例紹介：高齢者・障がい者外出支援乗車証「とみぱす」】 

 

高齢者と障がい者の方の社会参加の促進
と安全・安心な移動を支援するため、外出支
援乗車証「とみぱす」を交付し、バスや地下
鉄等の運賃を助成しています。 

  

市民・地域の取り組み 

市の取り組み 
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基本目標３―方向性５ 生きるための包括的支援の体制づくり【自死対策計画】 

 

 

 

富谷市自死対策計画では、国の自殺総合対策大綱を踏まえ、本市における自死対策の方向性を整

理し、社会全体を対象に支援体制の構築や施策を推進します。 

なお、施策の推進にあたっては、各調査結果を踏まえ、「男性 40 歳以上の同居世帯と女性 60 歳

以上の同居世帯」を重点対象とし、相談窓口の設置等を進めるとともに、若年層に対する SOSの出

し方等に関する教育等、年代や生活状況に応じた取り組みを推進します。 

さらに、自殺総合対策大綱及び宮城県自死対策計画では、令和８年までに自殺死亡率を平成 27

年と比べ、30％減少させることを目標としています。そのため、本市においても、令和７年までに

自殺死亡率を、令和元年と比べ、30％以上減少させることを目標とします。 

項目 現状値 目標値 
自殺死亡率 

（10 万人対） 
20.9 

（令和元年） 
14.6 

（令和７年） 

 
（１） 身近で大切な人の心の声に気付き、気軽に相談できる体制づくり 

あらゆる機会を通して自殺リスクを早期発見・早期対応するため、各種関係機関と連携し、
包括的支援体制を構築するとともに、自死予防や相談窓口に関する普及・啓発に努めます。 

（２） 自死対策を支える人材の育成 

日常生活の中で家族や友達、同僚の悩みに気付き、耳を傾け、必要に応じて、相談窓口や各
種団体へつなぎ、見守ることができる人材の育成に取り組みます。 

（３） 児童生徒の SOS の出し方に関する教育の充実 

家庭や地域、学校において、命の大切さだけでなく、様々な不安やストレスへの対処方法を
身に付けるため、SOS の出し方に関する教育を推進します。 

  

基本方針 

施   策 

本市では自殺者数はほぼ横ばいとなっているものの、仕事や介護等様々
な要因が絡み合っており、相談窓口の設置や教育、地域における支援体制
の構築が求められています。 

そのため、あらゆる機会を通じて、自殺リスクの早期発見・早期対応につなが
るよう、包括的な支援体制の構築に取り組むピヨ！ 
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（１） 身近で大切な人の心の声に気付き、気軽に相談できる体制づくり 

 

家族や身近な人とのコミュニケーションを大切にし、小さな変化にも気づけるようにしまし

ょう。 

困ったことがあったときにすぐに相談できるよう、普段から相談窓口の情報を収集しておき

ましょう。 

地域や職場で相談を受けたら、必要に応じて専門の相談窓口を紹介しましょう。 

 

取り組み内容 担当課 
自殺予防週間や自殺対策強化月間等に広報紙やホームページを用い、不

安や悩みの相談先等の周知・啓発に取り組みます。 

自死に関する正しい知識を広めるため、リーフレットや SNS等を活用し、

普及・啓発活動に取り組みます。 

不安や悩みを抱えた人の早期発見・早期対応、自死予防に向け、支援体

制の整備に取り組みます。【自死予防対策支援事業】 

地域福祉課 

悩みを抱えた児童生徒等が気軽に相談できる窓口として、スクールカウ

ンセラー及びスクールソーシャルワーカー、教育相談員を配置します。 

学校教育課 

支援が必要となる方の包括的相談支援体制を構築し、相談窓口の周知や

対応力向上に努めます。 

全庁 

地区健康教室等において、心の健康づくりの推進に向け、セルフケアに

ついての周知啓発に努めます。 

健康推進課 

自殺対策強化月間に合わせて、心の健康づくりの啓発活動を行います。 健康推進課 

  

市民・地域の取り組み 

市の取り組み 



72 

（２） 自死対策を支える人材の育成 

 

心の健康に関心を持ちましょう。 

隣近所や地域の人、あるいは職場の同僚などの異変に気付いたら声をかけましょう。 

企業では、従業員の心の健康づくりに取り組みましょう。 

■コラム：ゲートキーパー 

ゲートキーパーとは、自殺の危険を示すサ
インに気付き、適切な対応（悩んでいる人に
気付き、声をかけ、話を聞いて、必要な支援
につなげ、見守る）を図ることができる人の
ことで、言わば「命の門番」とも位置づけら
れる人のことです。 

 

 

取り組み内容 担当課 
自死の危険を示すサインに気付き、適切な対応（悩んでいる人に気付き、

声をかけ、耳を傾け、必要な支援につなげ、見守る）を図ることができる

人材の育成・資質向上に向け、市民及び関係機関、市職員等を対象とした

ゲートキーパー養成講座を実施します。【自死対策ゲートキーパー養成講

座】 

地域福祉課 

メンタルヘルス対策等、自死予防に関する研修や講座を行います。 地域福祉課 

窓口や電話等で異変を感じたとき、必要に応じて、生活上の不安や悩み

を聞くとともに、専門の相談機関や各種団体等につなぐ等、自死予防に努

めます。 

全庁 

  

市民・地域の取り組み 

市の取り組み 
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（３） 児童生徒の SOS の出し方に関する教育の充実 

 

悩みや不安があれば、一人で抱え込まず、身近な人や専門機関に相談しましょう。 

家族の中で不安や悩みを話せる場をつくりましょう。 

 

取り組み内容 担当課 
自死の原因ともなり得る「いじめ」の防止や早期発見、いじめへの解決

に向けた対応や学校への具体的なアドバイス等を協議し、いじめ事案の解

決策を図ります。【いじめ問題対策連絡協議会、いじめ問題調査委員会】 

学校教育課 

各小・中学校において、いじめ防止のための研修会や講座、生徒会サミ

ットを開催しています。 

学校教育課 

児童生徒への SOSの出し方に関する教育を行うため、職員への研修等を

行います。 

学校教育課 

家庭や地域、学校などの社会において、直面する可能性のある様々な困

難やストレスへ対処できる力を育み、SOS の出し方に関する教育を推進し

ます。 

学校教育課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本市では、⾃死遺族への配慮として、法律名や法律等の中で⽤いられる⽤語、統計⽤語等を除き、「⾃殺」に代えて「⾃死」の⾔葉を
使用することとしており、本計画でもそのように統一しています。  

市民・地域の取り組み 

市の取り組み 
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基本目標４ 地域福祉の輪を広げる 

 

項目 現状値 
（令和元年度） 

 目標値 
（令和 7 年度） 

『地域福祉』推進に向けた意識の醸成 
【市民アンケート調査(P29(2)①)で地域福祉を進めていく上で、行
政と地域住民との協力関係について、「行政だけではできないこと
を住民が協力する」／「家庭や地域でできないことを行政が支援す
る」／「行政と住民がともに協力し合う」／「家庭や地域が中心と
なって行う」と回答した割合の増加】 

81.3％  87.0％ 

 

項目 現状値 
（令和元年度） 

 目標値 
（令和 7 年度） 

(方向性１) 重層的相談支援体制整備 －  整備 

(方向性２) 地域福祉活動団体数（どんぐりの森活動数） 24 団体  26 団体 

基本目標４―方向性１ 包括的な相談支援体制の整備【重点】 

 

 

 

 
（１） 相談窓口の充実・周知 

各種相談窓口の充実・周知を図るとともに、多様化・複雑化した課題に対応するため、関係
機関と連携し、包括的な相談支援体制の整備に取り組みます。 

（２） 気軽に相談できる体制づくり 

地域における身近な相談窓口への支援・情報発信に取り組み、必要な支援・サービスの提供
に努めます。  

成果目標 

実践目標 

施   策 

本市では、各福祉分野において相談窓口を設置しているものの、複合的な
生活課題や制度の狭間の問題等があり、福祉ニーズの多様化に対応して、 
分野の枠を超えた包括的な相談体制の整備が求められています。 
そのため、庁内での横断的な体制の構築に加え、関係機関との連携を強化し、

包括的な相談支援体制の構築を図るピヨ！ 
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（１） 相談窓口の充実・周知 

 

各種相談窓口を把握しましょう。 

子どもも大人も相談しやすい環境づくりに協力しましょう。 

広報紙や回覧板、インターネット等を活用し、困ったときの相談窓口の情報を集めましょう。 

身近な人から相談を受けたら、必要に応じて専門機関につなげましょう。 

 

取り組み内容 担当課 
適切な介護福祉サービスの情報を得られるよう、高齢者のための相談窓

口をとりまとめた冊子を、地域包括支援センター等にて相談時配布すると

ともに、内容の更新に努めます。【高齢者のためのケアパス作成】 

長寿福祉課 

障がい福祉分野に関する相談窓口を設置するとともに、サービス等を掲

載した冊子を手帳所持者等へ配布するとともに、ホームページに掲載し、

周知・啓発に取り組みます。【障がい者サービスガイドブック作成】 

地域福祉課 

学校やスクールカウンセラー等とのネットワークを強化し、心のケアを

必要とする児童生徒とその保護者及び学校等へ支援を行います。【スクー

ルカウンセラー事業、スクールソーシャルワーカー事業】 

学校教育課 

教育支援センター（旧：とみや子どもの心のケアハウス）の活動の推進

と取り組みの周知・啓発に努めます。【教育支援センター運営事業】 

学校教育課 

高齢者、障がいのある人、子ども、子育て世帯、介護者、生活困窮者、辛

い気持ちを抱える人等の悩みの相談体制を整備し、相談から適切な情報提

供と必要なサービスへつなぎます。 

長寿福祉課 

地域福祉課 

子育て支援課 

相談内容に応じて、迅速に必要な支援に結び付くよう、関係機関との連

携強化に取り組みます。 

長寿福祉課 

地域福祉課 

子育て支援課 

健康推進課 

多様化・複雑化した福祉ニーズに対応するため、包括的な相談支援や必

要な生活支援を行うとともに、孤立を防ぐため、地域における交流や活躍

の場の確保に取り組みます。 

長寿福祉課 

地域福祉課 

子育て支援課 

健康推進課 

  

市民・地域の取り組み 

市の取り組み 
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（２） 気軽に相談できる体制づくり 

 

困ったことがあったときにすぐに相談できるよう、普段から相談窓口の情報を収集しておき

ましょう。 

悩みや不安があれば、一人で抱え込まず、身近な人や専門機関に相談しましょう。 

日頃から地域で声をかけあい、困っている人を孤立させないようにしましょう。 

隣近所や地域の人の異変に気付いたら、声をかけましょう。 

■コラム：地域包括支援センター 

地域にある高齢者の総合相談窓口です。保健師・社会福
祉士・主任介護支援専門員等がおり、介護・福祉・健康・
医療などの相談ができます。 
各圏域地域包括支援センター 
〇富谷中央・あけの平圏域地域包括支援センター「わかば」 
〇富ケ丘・日吉台圏域地域包括支援センター「いちい」 
〇東向陽台・成田圏域地域包括支援センター「さくら」  

 

取り組み内容 担当課 
市民の安全・安心な日常生活を確保するため、富谷市社会福祉協議会と

連携し、人権擁護委員、行政相談委員、生活相談員等による身近な場所で

の相談窓口を開設します。【人権教育・相談等事業、行政・生活相談事業】 

市民協働課 

民生委員・児童委員の活動推進を図るため、地域への活動啓発や委員の

資質向上を図ります。【民生委員活動の支援】 

長寿福祉課 

地域包括支援センターを設置し、身近な相談機関として位置づけ、高齢

者の多様なニーズに対応しながらきめ細やかな支援に取り組み、住み慣れ

た地域でその人らしく安心して暮らしていけるよう支援していきます。【地

域包括支援センター運営事業】 

長寿福祉課 

認知症高齢者やその家族が住み慣れた地域で安心して生活できるよう、

専門医による相談支援を行い、適切な医療へつなげます。【認知症専門相

談】 

長寿福祉課 

家庭児童相談員において、児童の養護や家庭内の相談（人間関係、離婚、

DV等）の相談支援業務を行います。【家庭児童相談員による相談】 

子育て支援課 

  

市民・地域の取り組み 

市の取り組み 
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基本目標４―方向性２ 地域福祉ネットワークの構築 

 

 

 

 

 

 
（１） 多分野・多機関による包括的支援体制の構築 

複合化した課題や制度の狭間となる課題に対応するため、多分野・多機関による包括的支援
体制の構築に取り組みます。 

（２） 関係機関との交流・情報共有の推進 

地域福祉を推進していくため、活動団体やボランティア団体との交流・情報提供を行い、ネ
ットワークの強化に取り組みます。 

  

施   策 

本市では、様々な事業所や団体が活動しており、事業所・団体同士の連携
による行事やイベントも行われています。また、地域福祉の推進に向け、市
民の協力関係への意識も高い一方で、事業所・団体では活動を推進していく
ため、経済的支援や情報提供が求められています。 

そのため、多分野・多機関による支援体制づくりや連携強化に取り組み、地域
福祉の推進に向けたネットワークを構築するピヨ！ 
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（１） 多分野・多機関による包括的支援体制の構築 

 

地域で活動している団体や事業所同士で情報の発信・共有を行い、地域のネットワークづく

りに取り組みましょう。 

自分が活動している団体以外の取り組みについても情報を把握しましょう。 

地域での話し合いを通して、多分野・多職種で連携しましょう。 

 

取り組み内容 担当課 
市内４つの地域包括支援センターにおいて行う事業の適正かつ円滑な運

営を図るため審議を行います。【保健福祉総合支援センター運営協議会】 

長寿福祉課 

障がい分野における地域ネットワークの整備に取り組みます。（地域住

民への啓発活動、関係機関の情報交換、新たなサービスの検討、家族会・

当事者会・地域自立支援協議会の活用等）【富谷市・黒川地域自立支援協

議会】 

地域福祉課 

虐待を含めた権利擁護を推進するため、法律・福祉・医療等の関係機関

との連携によるネットワークの構築・強化に努めます。 

長寿福祉課 

地域福祉課 

子育て支援課 

地域生活課題を抱える人を総合的に支援するため、福祉・医療・保健の

関係部署や各機関との横断的な連携体制の整備を検討します。 

長寿福祉課 

地域福祉課 

子育て支援課 

健康推進課 

  

市民・地域の取り組み 

市の取り組み 
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（２） 関係機関との交流・情報共有の推進 

 

ちょっとした異変等に気付いたときは、速やかに身近な地域の相談員（民生委員・児童委員、

生活相談員等）や行政等に相談、連絡しましょう。 

地域の身近なつながりや関わりのある活動等を通じて、市民同士や団体間での交流や連携に

つなげましょう。 

【事例紹介：どんぐりの森活動】 

   

取り組み内容 担当課 
地域福祉の推進に向け、富谷市社会福祉協議会との連携強化を図るととも

に、安定的な事業運営に向け、基盤整備の強化を支援します。 

長寿福祉課 

高齢者の見守りや定期的な集い、世代間交流など、地域の方々による自発的、

自主的な取り組み活動を行っている団体に対し、市・富谷市社会福祉協議会が

協同で助成金を交付し、活動を支援します。【地域福祉活動助成金事業（どんぐ

りの森活動）】 

長寿福祉課 

地域包括支援センターと連携し情報共有を行い、ネットワークの強化に取り

組みます。 

長寿福祉課 

障がい者やその家族の交流、知識の向上を図る活動を支援します。 地域福祉課 

関係機関と連携し、地域全体で子育てを行っていくため、地域での助け合い・

支え合いを推進します。 

子育て支援課 

個々の状況に応じた生活支援ができるよう、各関係機関との個別支援会議を

開催し、支援内容を検討します。 

長寿福祉課 

地域福祉課 

子育て支援課 

多職種間の相互理解や生活課題の解決に向け、各分野の関係機関が集まり、

情報共有や困難事例の対応方法を検討します。 

長寿福祉課 

地域福祉課 

子育て支援課 

多様化する福祉ニーズに対応し、新たなサービスが展開できるよう、職員の

育成のために福祉教育を推進し、関係機関との連携を強化します。 

長寿福祉課 

地域福祉課 

子育て支援課 

 

地域の見守り等様々な地域活動に取り組
んでいます。 
その中の一つ、子育てサロン「どんぐりの

会」は幅広い年齢層のボランティアスタッフ
がおり、毎月第 1・3 火曜日に子どもと親の
コミュニケーションの場所として太子堂会
館を開放しています。 

市民・地域の取り組み 

市の取り組み 


